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４
　
調
査
担
当
者
　
清
水
昭
悼

５
　
遺
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
―
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

今
回
の
調
査
は
、
東
大
寺
の
北
方
に
所
在
す
る
空
海
寺
の
改
築
工
事
に
伴
い

実
施
し
た
。
空
海
寺
は
、
東
大

寺
大
仏
殿
の
北
約
三
六
〇
ｍ
、

東
大
寺
旧
境
内
の
北
端
に
あ
り

三
笠
山
西
麓
か
ら
西
に
派
生
す

る
尾
根
の
先
端
部
分
に
位
置
す

Ｚや
。調

査
の
結
果
、
奈
良
時
代
の

鋳
造
関
係
遺
構
や
室
町
時
代
の

基
壇

。
井
戸
、
江
戸
時
代
の
礎

石
建
物

・
井
戸
な
ど
多
く
の
遺
構
を
確
認
し
た
。

木
簡
が
出
土
し
た
鋳
造
土
坑
は
、　
一
辺
約
二

・
九
ｍ
の
正
方
形
で
、
深
さ
は

残
り
の
良
い
と
こ
ろ
で
約

一
・
三
ｍ
を
測
る
。
土
坑
の
底
に
は
良
質
の
粘
上
に

よ
る
床
面
が
、
そ
の
周
囲
に
は
幅
約
○

・
五
ｍ
の
排
水
溝
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。

ま
た
、
排
水
溝
の
水
を
土
抗
の
外

へ
流
す
た
め
の
、
瓦
を
用
い
た
暗
渠
施
設
も

確
認
で
き
た
。
床
面
の
中
心
に
は
直
径
約

一
ｍ
の
椀
状
の
穴
が
掘
ら
れ
、
さ
ら

に
そ
の
底
に
は
直
径
約
○

・
三
ｍ
の
穴
を
確
認
し
た
。
そ
の
性
格
は
不
明
で
あ

る
が
、
中
型
を
支
え
る
構
造
と
も
推
定
さ
れ
る
。

鋳
造
土
坑
か
ら
は
、
整
理
用
コ
ン
テ
ナ
約
三
〇
箱
分
の
遺
物
が
出
土
し
た
。

そ
の
大
半
は
銅
津

・
溶
解
炉
片

・
鋳
型
片

・
輔
羽
口

。
オ
蝸

・
ト
リ
ベ
な
ど
鋳

造
関
連
遺
物
で
、
他
に
須
恵
器

・
土
師
器
、
瓦
、
木
簡
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
た
。

土
器
は
奈
良
時
代
中
頃
か
ら
後
半
ま
で
の
も
の
が
主
体
で
、
鋳
造
土
坑
の
造
作

時
期
に
対
応
す
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
は
東
大
寺
の
造
営
時
期
と
も
対
応
す
る
。

ま
た
、
検
出
地
点
が
東
大
寺
旧
境
内
の
寺
域
内
に
収
ま
る
こ
と
か
ら
も
、
東
大

寺
の
造
営
に
関
わ
る
鋳
造
遺
構
と
み
て
誤
り
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

⑪
　
。
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木
簡
は
鋳
造
土
坑
か
ら

一
一
点
が
出
土
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
釈
読
で
き
た

も
の
を
掲
載
し
た
。

０
は
四
片
に
分
か
れ
て
い
る
。
上
下
両
端
は
折
れ
、
左
右
両
辺
は
割
れ
で
、

(2)

(いずれも赤外線画像)

本
来
は
も

っ
と
大
き
な
木
簡
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
表
面
は

「露
盤
伏
鉢
樋

八
枚
の
形

（鋳
型
と

の
製
作
に
携
わ
っ
た
作
業
員
の
人
数

（上
端
折
損
の
た
め

具
体
的
な
人
数
は
不
明
）
を
記
し
、
次
に
そ
の
内
訳
を
二
行
に
分
け
て
記
し
て
い

る
。
木
簡
右
端
に
は
別
の
項
目
の
内
訳
と
し
て

「十
人
は
□
地
よ
り
掘
り
出

す
」
と
あ
り
、
鋳
型
に
使
用
す
る
粘
上
の
採
掘
な
ど
の
作
業
に
関
す
る
記
載
で

あ
ろ
う
。
粘
土
の
採
掘

・
鋳
型
の
製
作
な
ど
作
業
の
各
段
階
に
お
け
る
作
業
員

数
と
そ
の
内
訳
が
列
記
さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

表
面
に
み
え
る

「露
盤
伏
鉢
」
（相
輪
全
体
の
中
の
伏
鉢
部
分
）
は
、
木
簡
の

出
土
し
た
鋳
造
遺
構
を
造
東
大
寺
司
鋳
所
の
作
業
場
跡
と
考
え
れ
ば
、
東
大
寺

の
東
西
七
重
碁
い
ず
れ
か
の
露
盤
伏
鉢
を
指
す
可
能
性
が
高
い
。
『東
大
寺
要



2004年 出上の木簡

録
』
所
収
の

「実
忠
二
十
九
箇
条
」
に
は

「構
上
東
塔
露
盤
事
」
と
し
て

「露

盤

一
具
　
一局
八
丈
三
尺
、
第

一
盤
径

一
丈
二
尺
」
と
あ
り
、
そ
の
大
き
さ
が
わ

か
る
。
天
平
宝
字
六
年

（七
六
一
●
三
月

・
四
月

・
五
月
の

「造
東
大
寺
司
告

朔
解
」
に
は
、
鋳
所
の
作
物
と
し
て
盤

。
宇
須

・
抱

。
薄
仙
花

。
鐸

・
鞄
柄

・

耳
管

・
冠
管

・
伏
鉢

。
管

。
伏
盤
な
ど
が
み
え
て
い
る

（
『大
日
本
古
文
書
』
編

年
文
書
五
、　
〓
一五
―
一
三
一
頁
、　
一
人
八
―
一
九
五
頁
、　
一
九
五
―
二
〇
一
頁
）。
天

平
宝
字
六
年
四
月

一
日
の

「造
東
大
寺
司
告
朔
解
」
に
は

「錯
作
露
盤
伏
鉢

一

日
」
と
あ
る
の
で
、
三
月
の
段
階
で
既
に
鋳
造
作
業
は
終
了
し
て
い
た
。
「造

東
大
寺
司
告
朔
解
」
を
み
る
と
複
数
の
相
輪
を
同
時
に
製
作
し
て
い
る
よ
う
な

の
で
、
木
簡
に
み
え
る
伏
鉢
は
東
塔

・
西
塔
の
い
ず
れ
か
の
も
の
で
あ
る
。
と

す
れ
ば
い
の
年
代
も
天
平
宝
字
六
年
前
半
頃
と
推
定
で
き
る
。

「樋
」
は
他
の
史
料
に
み
え
ず
不
明
で
あ
る
が
、
木
簡
の
記
述
内
容
か
ら
み

て
伏
鉢
を
構
成
す
る
部
品
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
、
単
位
が

「枚
」
で
あ
る
の
で

比
較
的
薄
い
形
状
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
「樋
」
を
鋳
型
に
銅
を
流
し
込
む

た
め
の
樋
と
み
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
が
、
鋳
型
を
製
作
し
て
い
る
こ
と

か
ら
考
え
る
と
そ
の
可
能
性
は
高
く
は
な
い
。

裏
面
に
は
重
量

ｃ
官
斤
）
や
長
さ

（丈
壱
尺
）
が
上
端
に
記
さ
れ
、
空
白
部
分

を
挟
ん
で
下
端
に
は

「滑
海
藻
」
と
書
か
れ
る
。
「滑
海
藻
」
は
、
ア
ラ
メ
と

い
う
海
藻
で
、　
一
般
に
食
料
と
し
て
支
給
さ
れ
た
。
天
平
宝
字
六
年
四
月
二
日

「東
大
寺
鋳
鏡
用
度
注
文
」
３
大
日
本
古
文
圭
塁

編
年
文
書
五
、
二
〇
一
頁
）
に
も
、

鏡
鋳
造
に
従
事
し
た
雑
工
に
支
給
し
た
食
料
の
中
に
米

・
塩

・
告
な
ど
と
と
も

に
滑
海
藻
が
み
え
て
い
る
。
こ
の
木
簡
の
滑
海
藻
も
食
料
と
し
て
支
給
さ
れ
た

可
能
性
が
高
い
が
、
三
宝
伸
銅
工
業
い
の
久
野
雄

一
郎
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
と
、

海
藻
は
鋳
造
の
材
料
と
し
て
鋳
型
に
混
入
し
て
使
用
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
と

の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
木
簡
は
造
東
大
寺
司
鋳
所
に
お
け
る
作
業
内
容
と
従
事

者
数
、
そ
れ
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
柄
を
記
し
た
記
録
木
簡
で
あ
り
、
日
毎

あ
る
い
は
作
業
工
程
ご
と
に
こ
う
し
た
木
簡
が
作
成
さ
れ
、
「造
東
大
寺
司
告

朔
解
」
な
ど
の
文
書
を
ま
と
め
る
た
め
の
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
た
も
の
と
推

測
さ
れ
る
。

②
は
小
さ
な
断
片
で
、
上
下
両
端
は
折
れ
、
左
右
両
辺
は
割
れ
で
、
原
形
を

と
ど
め
て
い
な
い
。
裏
面
は
焦
げ
て
炭
化
し
て
い
る
。
人
名

「鳥
甘
」
を
書
い

た
も
の
で
あ
ろ
う
。

①
は
上
下
両
端
が
折
れ
、
左
右
両
辺
が
割
れ
で
、
原
形
を
と
ど
め
て
い
な
い
。

「大
鋳
工
」
は
不
明
だ
が
、
『東
大
寺
要
録
』
所
収
の

「大
仏
殿
碑
文
」
に
は

高
市
真
国

（『続
日
本
紀
』
は
高
市
大
国
と
す
る
）
が

「大
鋳
師
従
五
位
下
」
と
み

え
る
。
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